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○背景
　静岡県内での乗合バスの運転者は、約5割が50歳以上で
あり、かつ、若年層及び新規雇用など運転者の確保が困難
な状況にある。また、県内の免許返納者数は年々増えてお
り、免許返納により運転の機会を失うことは、買物や通院
に車が欠かせない方々の生活に多大な影響を与えるため、
地域公共交通の充実は喫緊の課題である。
　こうした現状を踏まえ、持続可能な地域公共交通を構築
するため、公共交通への自動運転の導入が期待されてい
る。地域公共交通の充実による利便性向上、買物客や観
光客の増加によるにぎわいあるまちづくりの実現に向け、
自動運転の実現可能性を産官学一体となって検証するた
め、県は2018年5月に「しずおか自動運転ShowCASEプ
ロジェクト」を発足した。

○2019年度実証実験地区
　2019年度は、過疎地域や都市部など、地域特性が異な
る県内4地区で実証実験を実施した。（図－1参照）

　本稿では、4地区のうち都市部（沼津市）で実施した実
証実験及び結果について紹介する。
○沼津市実証実験概要（2020年1月22日～31日）
<実験地区の概要>

　沼津港は、県東部地域を代表する観光地として年間160
万人以上が訪れており、関東圏から自家用車で訪れる人が
7割以上である。また、沼津港の周辺では、中心市街地の
渋滞や、それに伴う路線バスの遅延の発生といった課題が
ある。
<検証内容>

　沼津駅と港を結ぶ区間において、公共交通の定時性を確
保するため、国内初の自動運転バスと信号を連動させる実
験を行った。具体的には、信号制御区間550mでの目標旅
行時間（194～254秒）に到着できない場合、GPS位置情報
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を利用して自動運転バスを優先（交差点への自動運転バス
の接近に伴い、バス進行方向の赤時間を短縮、青時間を
延長）する優先信号制御を作動しバス運行を支援した。ま
た、優先信号制御に伴う周辺の交通環境を調査するため、
カメラ画像認識AIを用いて、バス進行と直角方向を走行
する車両の交差点から150mの平均旅行速度を計測した。
（図－2参照）

○沼津市実証実験結果
<優先信号制御>
　制御区間550mの平均旅行時間を算出した結果、制御
を行った場合（データ数64件）では200秒、制御を行わな
かった場合（データ数10件）では250秒と、優先信号制御
の作動により、バスの定着を確実に支援できているという
結果になった。
<周辺の交通環境調査>
　図－2に示す旅行速度計測交差点を通過した全車両の旅
行速度をAIカメラにより計測した。自動運転バスの交差
点通過時刻の前後5分を「バス通過時」、それ以外の時刻
を「通常時」とし、平均旅行速度を算出した。（表－1参照）

　その結果、通常時とバス通過時の旅行速度に大きな乖離
は見られず、優先信号制御による影響は軽微だった。
○今後について
　「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」では、引
き続き、駅周辺の信号を連動することにより公共交通の定
時性を確保する実験や、道路の動的情報を収集し車両に送
る実験等を行い、自動運転の実装に向けて努めていきたい。

図－1　2019年度実証実験地区

図－2　沼津市実験内容

表－1　旅行速度の平均値
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